
村は無くなっても、村はある！小さな村の

「あば村宣言」住民出資による合同会社を

結成し村の課題解決と活気を取り戻す 
2019年 6月 27日 2019年度第

1 回（通算 135 回）農山漁村コミュニ

ティ・ビジネスセミナー【講師】あば村

運営協議会 事務局長 皆木 憲吾 

氏 （岡山県津山市）を開催しました。 

 

阿波地区は、人口約 500 人。1,000

メートル級の山に囲まれ、域内の

94%が山林です。過疎化と高齢化が

進行するなか、合併し役場機能が縮小

されるなか、地域住民の暮しを守り、

攻めの自治を展開するために、役場

を模した機能をもつ、あば村運営協議

会を作りました。 

 

各事業は独立採算制ととりつつ、協議会の下に連携し、交通空白地有償運送事業や JA のガソリンスタンド撤

退した際には、住民出資によるガソリンスタンドを継続、JA の事務所を購買「あば商店」として開設、ガソリン

難民・買物難民対策や地元スーパーと連携し、ネットスーパーの仕組みを使った見守りと買物支援の取り組みも

行い。  

 

 また、閉校した小学校の空き教室に津山市が農産加工施設を平成 28 年度に整備し、地域の加工グループ

による農産加工品の製造を展開して、従来の餅や味噌・豆腐・佃煮などの加工に加え、豚みそなど新たな商品開

発を行い「あば村」の認定マークも作成し、ブランド化、他地区との差別化を図る取組を進め活動資金を捻出し

ています。 

 

さらに移住促進を進め、平成 24 年 1 月から平成 30 年末の 7 年間で 25 世帯 50 人（協議会が把握

している延べ人数）の移住や U ターンが生まれ、古民家レストランの開設やエステサロンの開設など地域への

新しい刺激も生まれています。 

 

日々地域の課題と向きあい、活気ある村の暮しを守るさまざまな取り組みについて詳しく説明と、さまざまな

質疑応答で、暮らしと仕事を守り作る地域創生の真の姿を学ことができたのではないかと思います。講師の皆

木さん、参加者の皆さん、ありがとうございました。 

 



 

 

 

 


